
      

 
給料の手引き 
 

 
        

毎月の給料が普通預金口座に振り込まれる場合、給料の総額（額面金額）

から所得税、住民税、社会保険料などの金額があらかじめ天引き（控除）

されて振り込まれるのが一般的です。 

天引き（控除）される主な内訳と仕訳科目は、次のようになります。 

 

天引き（控除）される主な内訳 仕訳科目 

所得税 所得税 

住民税 住民税 

健康保険料 社会保険料 

介護保険料 社会保険料 

厚生年金保険料 社会保険料 

雇用保険料 社会保険料 

生命保険料（積立） 保険積立金 

生命保険料（掛捨） 保険料 

積立金 積立金 

財形貯蓄 財形貯蓄 

 

 

たとえば、給料の総額（額面金額）が３００,０００円で、所得税,住

民税などの控除金額が以下の表のような場合、入力処理は次のように

なります。 

（１）給料の総額（額面金額）の入力 

普通預金の入力画面でまず 最初に、給料の総額（額面金額）３００,

０００円が、 普通預金口座 に振り込まれたという処理をします。 

     日付、振込銀行 A 銀行、内容は給与振込み、相手科目は給与収入、入 

金で、３００,０００円を入力し、登録をクリックします。 

 



（２）天引き（控除）される内容ごとに個別に入力し、登録処理をし 

ます。 

 

給料内訳 仕訳科目 金  額 

 給料の総額（額面金額） 給与収入 300,000 

所得税 所得税      20,000 

住民税 住民税     18,000 

健康保険料 社会保険料       5,000 

介護保険料 社会保険料       2,000 

厚生年金保険料 社会保険料       8,000 

雇用保険料 社会保険料       3,000 

生命保険料（積立） 保険積立金       2,000 

生命保険料（掛捨） 保険料       1,500 

積立金 積立金       5,000 

財形貯蓄 財形貯蓄      10,000 

 

 


